
『いつでも、どこでも開ける本の扉』 

～おとなの課題図書 2020 秋～ 

      図書館員からのお薦めの図書です。 

本は、どんなときも様々な世界への扉を開きます。 

〔三島市立図書館 コメント一覧 全 33 冊〕 

 

1 『BOOKMARK－翻訳者による海外文学ブックガイド－』 

金原瑞人／編 三辺律子／編 CCC メディアハウス 902.3 ﾌ 

  翻訳小説という大きな括りがあるのみで、様々なジャンルの翻訳者が自

身の翻訳した小説を紹介するというテーマで作られた本です。 

  翻訳者だからこそ語れる魅力や苦労話、また『顔が好き♡』という章で

は、翻訳者ではなく装幀家がデザインを行う上で気をつけていることなど

を紹介しており、翻訳小説に関わる様々な人々の視点から翻訳小説の魅力

が伝わってきます。各章の冒頭に江國香織や村上春樹の書下ろしエッセイ

を読めるのもこの本の楽しみの一つです。 

2 『ダークゾーン』     貴志祐介／著 祥伝社 913.6 ｷｼ 

紹介本について考えているとき、藤井棋聖による最年少での 2 冠獲得の

ニュースが飛び込んできた。そこで、将棋をテーマに面白かった本を紹介

します。プロ棋士を目指す主人公は突然、17 人の様々な特性を持つ異形

の戦士と一緒に、軍艦島で 2 チームに分かれて 7 番勝負の戦いに巻き込ま

れる。頭脳戦、心理戦、奇襲戦が繰り広げられ、勝負の決着により、全て

の真実が解き明かされる。『黒い家』『悪の教典』等で映像化もされ、数多

くの文学賞を受賞した著者による将棋をテーマにしたＳＦ小説。読みはじ

めたら止まらないエンタテインメント大作。 

3 『ちょっとフレンチなおうち仕事』 タサン志麻／著 ワニブックス 590.4 

「予約がとれない伝説の家政婦」として注目されている志麻さん。各家

庭の家族構成や好みに応じ、様々な料理を手際良く作っていく様子は、す

ごい！のひとこと。 そんな志麻さんの暮らしぶりを覗き見られるこの一

冊。彼女の意外な一面や、考え方、家族への接し方等、志麻さんの魅力が

詰まっています。同じような暮らしはできないけれど、参考にしたいこと

はいっぱいあって、ほっこり気持ちが楽になる本です。お料理の紹介もあ

り、レシピを参考にしたい方にもおすすめです。 

4 『デフ・ヴォイス』  丸山 正樹／著 文藝春秋 913.6 ﾏﾙﾔ 

  手話通訳士の荒井尚人。荒井の両親は共にろう者で自身は聴こえる子（コ

ーダ）である。手話通訳士としてかかわった事件を通して、ろう者、コー

ダ、その人たちに関わる人、それぞれの置かれている立場や苦悩が描かれ

ており興味深い。初めて知ることも多くあった。3 部作となっており、主

人公が年月を重ねながら手話通訳士として生きていくさまが描かれている。 

5 『モナミは世界を終わらせる』 はやみねかおる／著 角川書店 913.6 ﾊﾔﾐ 

ドジな女子高生萌奈美と、彼女の前に突如現れた謎の青年丸井丸男。萌

奈美の学校と世界とが何故か同調してしまったらしく、２人はその原因解

明と、学校で起こる事件を解決するために動き出します。果たして萌奈美

のドジは世界を救うのか、それとも……？ 『名探偵夢水清史郎』シリー

ズや『怪盗クイーン』シリーズ、『都会のトム＆ソーヤ』シリーズのはやみ

ねかおるが描く物語。どの年代の方にも読みやすい、おすすめの1冊です。 

6 『一房の葡萄』      有島武郎／著 角川書店 B913.6 ｱﾘｼ 

  じんわり響く短編集はいかがですか。書名になった「一房の葡萄」は過

ちを許し、包んでくれる先生と友だちの話です。その他のお話も、人間の

弱さ、ずるさが表れても、どこからか救いの兆しが見えてくるかのようで

す。少し切ない場面もありますが・・・。 

人と人との距離が問いただされる昨今、支えあう気持ちを呼び起こす一

冊になるかもしれません。かの有島武郎氏の短編8編が入っている文庫本。

5 編入った大活字本や児童書もあります。 

7 『額田女王』         井上靖／著 新潮社 B913 ｲﾉｳ 

「熟田津に 船乗りせむと 月待てば 潮もかなひぬ 今は榜ぎ出でな」この

歌は万葉集に収められた朝鮮出兵の際の額田王の歌です。彼女は神の声を

聴き歌を作る巫女で、国の悦びや悲しみ、この国に生きる人たちの悦びや

悲しみ、それを神の御心で歌い上げるのです。また、天智・天武両天皇か

ら愛され、恋と動乱の渦中「茜さす 紫野行き しめ野行き 野守は見ず

や 君が袖振る」と詠んだ美しき宮廷歌人の劇的で華やかな生涯を是非堪

能してください。 

8 『京大変人講座－常識を飛び越えると、何かが見えてくる－』 

酒井敏[ほか]／著 山極寿一・ 越前屋俵太／特別対談 三笠書房 002.7 

京都大学が、日々の研究を一般の人にも知ってもらうために始めた、大

人気の公開講座「京大変人講座」。京大では“あの人、「変人」だよね”と

言われることがホメ言葉になるそうです。常識を疑い、違った観点から物

事を見て探求してくことは、研究者にとって必要不可欠なこと。この本は、

様々な分野の個性豊かな先生たちが、それぞれの研究を面白可笑しく、わ

かりやすい言葉でまとめられています。ユニークな発想を楽しめます。 

9 『潔白』          青木俊／著 幻冬舎 913.6 ｱｵｷ 

３０年前の殺人事件に前代未聞の再審請求が起こされた。すでに執行済

みの死刑が、もし誤判だったら国家は無実の人間を殺めたことになってし

まう。 司法の威信をかけた攻防の行方は…。ミステリーというよりもリ

アリティ溢れる骨太の社会派小説として充分読める一冊です。 

10 『熊本城写真集』       馬場道浩／著 玄光社 521.82 

どんな状況になっても、もう一度、立ちあがらせたい。他の誰の為でも

でもなく城を愛する自分自身のために。復興を望む思いが伝わってきて、

なぜか自分も頑張ってみようと思えます。写真集は熊本地震で甚大な被害

を受けた熊本城の 2019 年までの復興への道のりが、写真と詩のような手

紙によって構成されています。20 年といわれる修復は始まったばかりで

すが、この時でしか見ることのできない熊本城がそこにはあります。 

11 『思い出のとき修理します』  谷瑞恵／著 集英社 B913.6 ﾀﾆ  

「思い出って、修理できるものなのかな」 都会の生活に疲れ、幼い頃少

しだけ過ごした田舎の商店街へ引っ越した明里が主人公。ある日、「おもい

での時 修理します」という奇妙な看板を掲げた店を見つけ、時計師の秀

司に出会う。彼のもとには、時計と共に過去の思い出に関する相談が持ち

掛けられ、明里も一緒になって解決していく。切なくも優しい、ほっこり

する物語をお楽しみください。全 4 巻のシリーズものです。 

12 『思わず考えちゃう』 ヨシタケシンスケ／著 新潮社 914.6 ﾖｼ 

「りんごかもしれない」などで人気の絵本作家ヨシタケシンスケさんのエ

ッセイ本です。作者本人が日常で感じたことをスケッチしてまとめた本に

なります。1 つ 1 つの話題が短いのでちょっとした息抜きに読むことがで

きます。共感するものや目の付け所が面白いと感じるものまで様々です。 

13 『持たない幸福論』        pha／著 幻冬舎 159 ﾌｧ 

「～しなければならない」と思い込んで生きていて、どうにも生き難い

と感じている人にお勧めの本です。常識とされていることに拘らず、色々

な選択肢があることに気がつくきっかけを与えてくれる本です。自分にと

って何が幸福なのか改めて考え、立ち止まるのも良いかもしれないと思わ

せてくれる一冊です。 

14 『真夜中のパン屋さん』  大沼紀子／著 ポプラ社 B913.6 ｵｵﾇ 

営業時間が 23 時から午前 5 時までというちょっと変わったパン屋さ

ん。そこへ訪れる人々も個性豊かなキャラクターばかりで次々と騒動を引

き起こしていきます。それぞれ悩みを抱えた人たちがどうなっていくのか、

シリーズ最終巻まで是非読んでみてください。 

15 『世界のかわいい村と街』 

パイインターナショナル／編著 パイインターナショナル 290.87 

カラフルな建物が立ち並ぶ街や昔にタイムスリップしたような街、山間

の美しい街等、世界のかわいい村と街が写真で紹介されています。いつか

訪れてみたいと思うような場所がいっぱい！なかなか旅に出られない今、

まずは本で旅気分を味わってみませんか？見て楽しめる 1 冊です。 

16 『雪の花 改版』     吉村昭／著 新潮社 B913.6 ﾖｼﾑ 

もしこの医師が途中で諦めてしまっていたら、種痘（ワクチン接種）の

概念が市井に理解されるのがどれだけ遅れたことだろう。幕末、福井藩の

一町医者が毎年の天然痘の流行によって徒に失われてゆく命を憂い、ただ

ひたすらに市井の命を救いたいという思いによって幾多の困難を乗り越

えてゆく。現在のコロナ禍で医療を支えている人々へあらためて感謝の念

を抱くと共に、祖先が数々の感染症をくぐり抜けて命をつないできたこと

の奇跡を想う。今読み直したい一冊。 

17 『有頂天家族』     森見登美彦／著 幻冬舎 913.6 ﾓﾘﾐ 

   この本の主人公は狸です。それに天狗と時々人間も出てきます。個性

豊かなキャラクターが京都の街を縦横無尽に暴れまわる。そう、すべて

は阿呆の血のしからしむるところ。森見登美彦の痛快エンターテインメ

ントをお楽しみ下さい。 



18 『読書で離婚を考えた』  円城塔+田辺青蛙/著 幻冬舎 019.9 ｴﾝ 

  作家同士の夫婦が、かわりばんこに相手に本をすすめあっていく「読書

リレー」の本です。夫婦で同じ本について語り合う、というスタイルでは

ありません。登場する本は小説ばかりではなく、折り紙の本やダイエット

の本、まちがい探しの本などさまざまです。夫婦なのだから相手の好みを

よく知っていて、それに合った本を選ぶのかとおもいきや、嫌がらせなの

か？なぜこの本？という場合も…。しかしさすが作家夫婦、しっかりと本

を紹介しつつ、時には相手をフォローしています。とはいえ結局のところ、

「読書で夫婦はわかりあえない」ようです。 

19 『日本人の日本語知らず』  清水由美／著 世界文化社 810.4 

日本語ネイティブの私たちは、普段、文法なんて意識もせずにしゃべっ

ているけれど、日本語にもちゃんとした法則＝文法（それもかなりきちん

としている）があるのだな、と認識させてくれる本。といっても、そんな

に難しい話ばかりではなく、日本語教師ならではの切り口で面白く説明さ

れている。著者と外国人生徒たちとのやり取りが目に浮かぶよう。ヨシタ

ケシンスケさんのイラストも面白さ抜群。「ら」抜き言葉にいつもカリカ

リしてしまうけれど、日本語の乱れとばかり言えない理由に少し納得。 

20 『美麗廃墟一美しく幻想的な廃墟たちー』 

Jordy Meow／撮影 エムディエヌコーポレーション 748 ﾐﾔ 

  廃墟の写真に心が惹かれます。時間の流れから取り残された静寂な世界。

でもそこにはむかし確かに人々の暮らしがあった。その頃のことを想像し

てみるのが好きです。実際に行ってみるのは危険だし、怖い。でもちょっ

とだけのぞき見したい。写真集はそんな気分を満たしてくれます。 

21 『和菓子のアン』      坂木司／著 光文社 913.6 ｻｶｷ 

  ふと通りかかったデパ地下の和菓子店で働き出した主人公のアンちゃん。

超個性的な職場の人たちに囲まれ、和菓子の奥深い魅力に目覚めていきま

す。特に魅力的なのは、季節の食材が使われている上生菓子。一つ一つに

歴史と、遊び心に満ちた物語があることを知ることができます。そして、

謎めいたお客様たちの言動と月限定で販売されるお菓子によるちょっとし

たミステリーの解き明かしもあります。ポッチャリ大福みたいなアンちゃ

んの人柄も微笑ましく、読んでいるうちに「和菓子が食べたーい！！」と

なること間違いなしです。 

22 『老人と海』 ｱｰﾈｽﾄ･ﾍﾐﾝｸﾞｳｪｲ/著 高見浩/訳 新潮社 B 933 ﾍﾐ 

  待望の高見浩氏による新訳版を手に取った。文庫本の表紙では、海の奥

底から巨大カジキが主役と言わんばかりに生き生きと描かれ、水中には太

陽光が降り注いでいる。そのずっとずっと上に浮かぶ小さな老人の船と流

れゆく雲。 少年と老人のやりとりや、物語の結末だけは覚えていても、

物語が進んでいく中で、読み手も自然の一部に同化する感覚を体験できた

1 冊。ノーベル文学賞受賞作であり、人生 100 年時代に読み継がれる名

作を幅広い世代で楽しもう。 

23 『74 歳の日記』  ﾒｲ･ｻｰﾄﾝ／著 幾島幸子／訳 みすず書房 935.7 ｻﾄ 

  歳をとると、自分より年齢が上の高齢者と言われる人々が描いた生活が

気になるのは自分だけなのか。詩人ノートン 73 歳、ひとり暮らしで脳梗

塞を患い心臓の持病に悩まされ「ささいな日常のできごと」を綴っている

のに「心を揺さぶられる」日記。温かい友人、飼い猫犬とのやりとり、庭

仕事、読書、読者からの手紙、そして朗読の講演会と体調を嘆きつつも飾

らない文章で、日々自分の気持ちを正直に綴っている。1 年後には「今と

いう時を喜び、将来を夢見る」となんと前向きな気持ちでいることか。孤

独でありながら孤立していないノートンの日々は、自分にも照らし合わせ

て読める。 

24 『気のきいたモノの言い方ができる本』中川路亜記／著 ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ社 810.4  

「大人の言葉づかい」を改めて学びたくてこの本を読みました。 

日常使っている日本語の言い方を少し換えるだけで、相手に与える印象

が良いほうに捉えられると思います。柔軟な表現力を身につけたい方、自

分を高めたい方にお勧めの一冊です。 

25 『しゃばけ』       畠中恵／著 新潮社 913.6 ﾊﾀｹ 

舞台は花のお江戸。主人公一太郎は、江戸有数の廻船問屋の一人息子。

体が弱く頼りない一太郎が、妖怪達の力を借りて、怪奇な殺人事件を解

決するお話です。妖怪達は、普段は人間や身近な品々に姿を変えて彼を

見守ります。皆さんも、そんな個性的な妖怪達と一緒に江戸の魔訶不思

議な謎解きをしてみませんか？幅広い年代の方に、お薦めの一冊です。

シリーズ化されているので、そちらも読んでみてはいかがでしょうか。 

26 『いつかの岸辺に跳ねていく』 加納朋子／著 幻冬舎 913.6 ｶﾉｳ 

未来が見える特殊な能力から、皆を幸せにしなきゃと一人で闘ってきた

主人公。誰にも告げずにその荷物を一身に背負いもがく主人公の視点と、

何も知らずに優しく見守ってきた幼なじみの視点。ページをめくるたび過

去から未来へと絡み合った糸がほどけ、二つの視点が重なり合ったとき、

温かい未来へと跳ねていく。そしてラストで未来が過去を超える。最後の

１ページまで大切に読んでほしい。荷物はひとりで背負わなくいい、大切

な人が幸せだからこそ自分も幸せなんだとそっと教えてくれる物語。 

27 『ジーヴスの事件簿 才智縦横の巻』 

P ･G ･ｳｯﾄﾞﾊｳｽ／著 岩永正勝・小山太一／編訳 文藝春秋 933 ｳﾂ 

舞台は２０世紀初頭ロンドン。主人公は、お金持ちの青年バーティ。お

人よしで、ちょっと世間知らず。彼のところには、色々な事件や問題が飛

び込んできます。いつも悩むバーティですが、彼には優秀すぎる執事がい

るので大丈夫。優秀で、なんでも解決する執事ジーヴスと、彼に頼りっぱ

なしだけど憎めない、愛すべき主人バーティ。二人のコンビが活躍する、

ユーモア溢れる傑作短編集になっています。本国では、シャーロックホー

ムズと同じくらい人気なシリーズを読んでみませんか？ 

28 『まじないの文化史』 新潟県立歴史博物館／監修 河出書房新社 147.1 

  私達の身の回りには、難を逃れたい呪術のお守りやお札、年中行事であ

ふれている。コロナ禍の今、「アマビエ」なる妖怪の絵もよく見かける。郷

土資料館にも所蔵のある人面墨書土器は、かつて罪や穢れを祓うための道

具として使われたそうだ。2016 年に新潟県立歴史博物館で開催された展

覧会を元にした一冊。身近な呪術について写真も入ってわかりやすい。三

嶋大社の「夏越の祓」の唱える文言として掲示されている″蘇民将来″。

この言葉の意味を知っていますか？ 

29 『LIKE NO OTHER』   伊藤秀海／著 自費出版 748 ｲﾄ 

三島市の姉妹都市となっているニュープリマス市がある、ニュージー

ランドの風景を写した写真集です。 コロナ禍で旅行もままならない今、

写真集でちょっとした海外旅行気分を味わってみてはいかがでしょう。

異国の雄大な自然の風景美が、きっとあなたの心を癒してくれると思い

ます。 

30 『きのうの神さま』   西川美和／著 ポプラ社 913.6 ﾆｼｶ 

映画「ディア・ドクター」の監督であり脚本も手掛けた西川美和が自

らノベライズ化した、この映画のエッセンスを纏ったアナザーストーリ

ーの本作。この短編集に収められた一編「ディア・ドクター」は映画と

は異なった内容ですが、人間の、見てはいけない、見られたくない内面

をサラッと剥き出しにしてしまう手法は小説になっても変わらず。読め

ばグッと抉られ、そのあとふっと落ち着いた気持にさせられるのは、彼

女の映像作品たちと同様に不思議な体験です。笑福亭鶴瓶主演による映

画「ディア・ドクター」、こちらも秀作。 

31 『魔法雑貨の作り方－魔法使いの秘密のレシピ－』 

魔法アイテム錬成所／著 ホビージャパン 751.9 

ファンタジー小説の好きな方やコスプレに興味のある方はこちらの本

をいかがでしょうか。魔法の杖のオブジェ、魔導師の眼鏡飾り、魔法円

のアミュレット、冒険者のお守りペンダント…。手に入りやすい材料を

使ったオリジナル魔法雑貨の作り方を紹介。続編に「魔法少女の秘密の

アトリエ－変身アイテムとマジカルグッズの作り方－」もあります。想

像を巡らせながら手を動かすのは、とても楽しいですよ。 

32 『忍者学講義』 

山田雄司／編 三重大学国際忍者研究センター／著 中央公論新社 789.8 

三重大学の研究者たちが大真面目に忍者について研究した成果がこちら。

『読売新聞』伊賀版・三重版連載を改題して再編集。 

  編者の山田雄司さんは、おとなり沼津市のご出身です。 

33 『アーサー王宮廷のヤンキー』 

マーク・トウェイン／著 大久保博／訳 角川書店 B 933 ﾄｳ 

※「ハンク・モーガンの冒険」726.5 も同じ小説です。 

今人気の異世界転生小説の元祖と言われているのがこちらです。タイ

トル通りに、アーサー王の宮廷にタイムスリップしたアメリカ人が大活

躍。作者は「トム・ソーヤーの冒険」で知られるマーク・トウェイン。 こ

の路線を極めたい方には、読みにくいことでも有名な「信ぜざる者コブナ

ント」もあわせてどうぞ。絶版で貴重書ですが、三島市立図書館では全巻

取り揃えています。 


